京都府警による反サミット闘争への
不当な弾圧を弾劾する！
サミット外相会議反対！京都行動から
北海道･洞爺湖現地闘争へ総決起しよう

不当逮捕、不当な強制捜索を弾劾する！

　６月10日（火）朝、京都府警警備三課は洛南ユニオンの組合員であるAさんを「詐欺容疑」の口実で不当逮捕し、自立労連、洛南ユニオン、洛南労組連、アジア共同行動などが入っている組合事務所の強制捜索を行った。この弾圧の口実とされた「詐欺容疑」なるものは、Aさんが2004年5月から2005年１月にかけて、雇用保険の受給中に派遣労働を行い、失業給付金を「不正受給」したというものである。京都府警は「Aさんがアジア共同行動にカンパするために不正受給を行った」というありもしないストーリーを捏造し、まったくのデッチ上げ容疑でこの強制捜索を強行したのだ。われわれは、この不当逮捕、強制捜索を満身の怒りを込めて弾劾する。京都府警は、ただちにAさんを釈放し、この不当弾圧について謝罪せよ。

反サミット闘争への政治弾圧を許さない！
　今回の不当逮捕、不当な強制捜索は、アジア共同行動日本連絡会議およびアジア共同行動・京都を狙い打ちにしたものであり、反サミット闘争への政治弾圧であることは明らかだ。強制捜索を受けた組合事務所は、アジア共同行動日本連絡会議の連絡先となっている事務所で、アジア共同行動・京都もその一部を使用させてもらっている。アジア共同行動日本連は、戦争と貧困をおしすすめるG８サミットに反対し、北海道・洞爺湖現地闘争への結集を呼びかけてきた。そして、アジア共同行動・京都は、6月25日・26日のサミット外相会議反対！京都行動の準備を全力で推進してきた。このたたかいには、沖縄・岩国・神奈川の反基地運動の代表、また韓国の代表が参加し、全関西のたたかう労働者・学生・市民が結集しようとしている。京都府警は、このような反サミット闘争の広がりを恐れ、サミット外相会議反対！京都行動と北海道・洞爺湖現地闘争をおしつぶすためにこの政治弾圧を強行したのだ。われわれは、このような不当な政治弾圧を絶対に許さない。
弾圧を打ち破り、反サミット闘争へ全力で決起しよう！

　北海道・洞爺湖サミットは、全世界の民衆に貧困と抑圧・無権利を強制する新自由主義グローバリゼーションを推進し、イラク・アフガンへの侵略戦争と治安弾圧の強化を推進することを目的としたものである。そして、深刻化する地球環境破壊、地球温暖化の最大の責任もまた、サミットに参加するG８諸国にある。福田政権は、このような反民衆的な北海道・洞爺湖サミットを何としても成功させるために、北海道・洞爺湖はもちろん、全国各地で戒厳態勢をしきつめようとしている。この京都での弾圧だけではなく、すでに全国各地で事前弾圧が開始され、反サミット闘争のために来日する海外の仲間の入国拒否が相次いでいる。サミット警備のためなら、集会・デモの自由などありはしない、サミットに反対するならどんな口実をつけてでも逮捕すると言わんばかりの弾圧が始まっている。しかし、どのような事前弾圧も、反サミット闘争をおしつぶすことはできない。不当な政治弾圧を打ち破り、サミット外相会議反対！京都行動から北海道・洞爺湖現地闘争へ総決起していくことを改めて呼びかける。
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